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シャル/レベトウレイム著梅津和郎訳「経済開尭と計画』 (49) 49 
E 計画化の技術的側面
第3部は6章と 7章とで構成されており，計画化の技術的諸問題が論じられている。
計画当局と生産点との接触壱前提とする社会体制下で計画技術は， 情報収集，計画作成，
計画実施の 3つのカテゴリ に分けて論じられる。情報収集段暗においては潜在的成長
率を最大にする情報と与件の提示 実現り諸問題，作成の技術としては長期・中期・短
期計画の内的一貫性のテスト， 目標と現妻行動との暫定的一貫佳，ある資源利用が他の
目標達成を不可能にするのではないかとの究極的貫性のテストが重視される。そのさ
い2つの計画作成方法が時味される。漸次的子測方法と誘導的連鎖法であり，前者は指
令によって固定された経済・社会目標号考慮した上， 望ましい均衡に向う方法であり，
後者は最終牛の均衡像から出発するのではなし基幹産業とみなされる部門に対して設
定された比較的高い目標から出発し， その目標と一般経済均衡との調和を求める方法で
ある。発展構造を創出せねばならない後進国では，基幹産業の集権的計画化り必要から
むしろ後者の計画方式が望ましいとされる。最後の計画実施の技術面においては，経済
計算と刺激と統制の技術， が論じbれ品。国家が経済の管制高地を手中に収める必要が
あるが，充分な数の技術・政治的情報能力の欠如から，分権化の志向を必然化させると
する。
lV 潜在成長力評価の問題点
以上が本書の概略であるが， 2， 3の問題点を指摘しておこう。
まず問題にな志のは， 潜在成長力の評価である。ベトウレイムは算定すべき指標号列
記している。 しかしまさにその指標の算定方法において現代の論争点が存在するのであ
る。例えば労働力の見通しについ Cも，数年後の労働)Jはかなり正確に見通せるが，農
業部門から工業部門への労働力の移動をどう織り込むかという問題ピ論争があるのであ
れ技術進歩率について今後どのような技術革新が生まれるのか，それが労働力や資本
設備の効率をいかに高めるか， 量的にしかも正確に見通すことは殆んど不可能であZ。
かかる不確定要因と計画の経済計算とをどこで融合させるのかの問題が残あ また生産
係数・生産関数の測定といっても集計された資本スト γ クなるものが呆して測定可能か
どうか， 質を異にする無数の資本財の強引な統一的集計を用いることにより， どの程度
まで納得しう Q経済分析が行えるのか， の吟味もなされていない。技術選択にしても，
事前的に代替可能，事後的には代替不可能の場合が多い。かかる技術選択のもつ困難性
も無視されている。 その他資本λ トックの評価の問題，外部経済効果の測定の問題等，
単純忙経済計算の諸項目の列挙ではすまない問題が多いし， 色っ左掘り下げるべきだっ
50 (50) 
、ザ，
~。
第 104巻第1号
第 2の批判点は貿易の制約に対する楽観主義である。潜在成長カカ九、〈ら大き〈ても，
国際収支の天井が低ければ， その階特力を完全に発揮できないと同時に，潜在成長力そ
のものも損う。一次産品安易条件，並に貿易量の悪化，工業化のひきおとす輸λ圧力の
増大から殆んどの後進国は外貨危機に苦しんでいる。 計回経済そのものの基盤壱崩す怖
れのある国際収支危機ー外貨危機についてベトウレイムは探刻がッていないが， 経済計
算の一項目ではないそれ以上のものを理論的に提示すべきであった。
このように極めて本質的な難点があるものの， 計画経済に必要な情報の収集，一貫性
の検証， 計画策定の完成，実現に必要な措匠等が，現行の経済的社会的変革の政策措置
の定式化段階にも介入しなければならなしV との見地から全体的展望を与えた点で，従
来の開発理論ヒ総反省吾促すのに充分壮需物であるの
なお訳書には， 第5章の数式段哨に入って誤植が散見されるのは， この部分が原薯の
中心Pテーマであるだけにまことに惜しb、。
